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研究成果の概要（和文）： メコンデルタの常襲洪水稲作地域を対象に稲3期作実現のためのダイクシステムについて、
住民や行政機関からの聞取り調査、対象地域の上下流のメコン河の水位変動、衛星画像などにより、フルダイク化の進
展が周辺の水文環境に与える影響を明らかにした。さらにフルダイク化が進展したアンジャン省周辺地域への洪水期の
水理・水文環境への影響を定量的に評価するための水理モデルを開発し,同モデルでフルダイク進展による水文環境へ
の影響を評価した。

研究成果の概要（英文）：This study tried to assess the impact on hydrological regime caused by full-dyke 
that has been developed to enable triple rice cropping in flood prone area in the Vietnamese Mekong 
Delta. An Giang Province, adjacent to Cambodian border, was selected from flood-prone rice area in the 
Mekong Delta and issues and impact of full-dyke system to surrounding hydrological regime were analyzed 
based on the survey to the farmers, satellite imagery and water level of the main-distributaries of 
Mekong River.

研究分野： 水利環境学

キーワード： 気候変動　洪水　輪中堤　環境　稲3期作　水資源
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様 式

１．研究開始当初の背景
（１）
帯であるメコンデルタは、エジプトのナイル
デルタとともに温暖化による気候変動の影
響を最も大きく受けるデルタとして懸念さ
れており、沿岸部のみならず、デルタ全域で
気候変動の影響が顕在化しつつあり、ベトナ
ム政府は、海面上昇による塩水遡上、洪水の
氾濫、淡水の不足、の３つの問題への対処
早急に必要としている。
（２）
位置し、カンボジアで氾濫したメコン河の洪
水は、氾濫したまま国境を越えてベトナムに
入る。カンボジア国境に近いメコンデルタの
上流部は氾濫した洪水位が１～３ｍにもな
る常襲
地利用が進んでおり、水路や運河が網の目の
ように張り巡らされている。さらに、氾濫水
が水田に流入しないように水田を囲む堤防
が多くの地区で構築されている。
（３）
水を完全に阻止するフルダイクと、堤高が低
く（80cm
洪水を阻
流入するセミダイクの
フルダイクは、洪水のピーク期でも水田に

流入しないため、水田の
一方、セミダイクは稲の収穫後の
月頃までは水田に洪水が湛水するため
となる。
（４）
魚の収穫
害虫の削減、水質改
との意見が農家の聞き取り調査から得られ
ている。また洪水を排除するフルダイクシス
テムは周辺域の洪水位、湛水深、湛水期間を
高めるなどのデメリットも多いと想像
るが、科学的な研究や検証はほとんど行われ
ていない。
 
２．研究の目的
（１）
現象は世界各地で顕在化している。気候変動
に関する研究は影響評価、緩和策、適応策に
分類されるが、開発途上地域においては適応
策に関する研究は始まったばかりである。
（２）
ガデルタの一つとされるメコンデルタの高
洪水稲作地域において、
水特性の把握、
灌漑農地環境に及ぼす影響の解明、
デルタ氾濫域の季節変動とダイクシステム、
④ダイクシステムがフローレジュームに与
える影響の評価を行い、気候変動による洪水
リスクの増大に適応でき、洪水と共生可能な
ダイクシステムの再構築を目的とする。
（３）
とは、堤防を越流して堤内地に氾濫する状況
でなく、メコン本川の水位上昇により、支川
や小河川が逆流し、水田につながる水路の水
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（２）メコンデルタはメコン河の最下流部に
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80cm 程度）稲の収穫時期の
洪水を阻止するが、その後は洪水が水田内に
流入するセミダイクの
フルダイクは、洪水のピーク期でも水田に

流入しないため、水田の
一方、セミダイクは稲の収穫後の
月頃までは水田に洪水が湛水するため
となる。 
（４）しかし、洪水が水田に流入することで、
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害虫の削減、水質改

意見が農家の聞き取り調査から得られ
ている。また洪水を排除するフルダイクシス
テムは周辺域の洪水位、湛水深、湛水期間を
高めるなどのデメリットも多いと想像
るが、科学的な研究や検証はほとんど行われ
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（１）地球温暖化による気候変動と思われる
現象は世界各地で顕在化している。気候変動
に関する研究は影響評価、緩和策、適応策に
分類されるが、開発途上地域においては適応
策に関する研究は始まったばかりである。
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デルタ氾濫域の季節変動とダイクシステム、

ダイクシステムがフローレジュームに与
える影響の評価を行い、気候変動による洪水
リスクの増大に適応でき、洪水と共生可能な
ダイクシステムの再構築を目的とする。
（３）なお、本研究の対象とする洪水の氾濫
とは、堤防を越流して堤内地に氾濫する状況
でなく、メコン本川の水位上昇により、支川
や小河川が逆流し、水田につながる水路の水
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中堤防）のフルダイク化進展が周辺の水文環
境に与える影響について、住民・行政機関か
らの聞取り調査、対象地域の上下流のメコン
河の水位変動、衛星画像、水文・水理モデル
により明らかにする。
（１）
測データを収集し、フルダイク普及によるメ
コンデルタの洪水常襲地区の洪水特性の変
化を分析する。
（２）
変動を推定し、作成済みのダイクマップと重
ね合せ、ダイクシステムが洪水氾濫に及ぼす
影響と効果を評価する。
（３）
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４．研究成果
（１）
地図を作成した。フルダイクシステムの効果
と問題点を明らかにし、フルダイクの普及が
周辺地域の洪水特性（期間、氾濫地域）に与
えた影響を現地調査、本川水位分析、
像解析により評価した。また、セミダイク内
の溜池による養魚・畑作の実証調査として、
農家・関係機関から聞き取り調査を行い、養
魚・畑作の収益性、ダイクシステム・洪水管
理に関する省・県の見解、農家の意向、養魚・
畑作導入に関する農家の意向その効果を分
析した。
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４．研究成果 
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周辺地域の洪水特性（期間、氾濫地域）に与
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影響と効果を評価する。 
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とフルダイク化が周辺域の水文環境に与え
る影響について調査と分析を行った。フルダ
イク地区とセミダイク地区の住民や行政機
関からの聞き取り調査をもとにフルダイク
の効果と問題点を明らかにした。また調査地
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ク普及前と後の衛星画像の分析を行い、フル
ダイク化が周辺水文環境に与えた影響を明
らかにした。その結果、
フルダイク内農地では、土壌肥沃度の低下、
病虫害の多発、水路水質悪化などが生じてい
る、②
の水位が近年上昇傾向にあること、
ジャン省西側のキエンジャン省、北側のカン
ボジアではフルダイクの影響とみられる洪
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図５モデルによるフルダイク進展
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（５）アンジャン省での聞き取り調査から、
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て普及しつつあ
作実施を可能とした
水の自由度を高める水路増設と小型ポンプ
の普及が個別的水管理を可能にして
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高収量につながることが示唆された
 
（６）
昇傾向である点に着目し、上昇の原因につい
て検討した。フルダイク増設による氾濫原減
少に伴う洪水緩和機能の低下に加えて、
洪水の大規模化、
も考慮して、これらの要因が河川水位上昇に
どの程度寄与しているのかを明らかにする
ことを試みた。その結果、この検討に利用し
た観測地点においては、海面上昇および地盤
沈下の影響が大きいことが示唆された。さら
に、各水位観測地点における海面上昇量およ
び地盤沈下量を推定したところ、河川水位上
昇に対する海面上昇と地盤沈下の寄与は、そ
れぞれ、約
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